
　２０２４年は、円安や中東情勢不安に伴うエネルギー価格や輸入資材の高
騰のほか、働き方改革、ドライバー不足など新たな課題が生まれた年でも
あった。こうした社会全体の課題は、建築業界においても大きなうねりと
して影響を及ぼしている。
　新年号では日左連の石川隆司会長、本誌連載の鈴木光氏に話を伺い、伝
統技術の継承の中に変化の時代を乗り越えるヒントを探るほか、各社の推
奨商品や定番商品を紹介することで２０２５年を読み解いていく。　（編集部）
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変化の時代を乗り越えるわが社の推奨製品
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